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第 1 号議案 平成 30 年度会務報告並びに決算報告 

Ｉ 平成 30年度会務報告 
（１）会議参加及び開催

１） PIANC 本部関係

平成 30 年度は、年次総会（AGA）、国際航路会議（Congress）、評議会、執行委員

会、内陸水路委員会、海港委員会、環境委員会、レクレーション委員会、国際協力委

員会及び若手技術者委員会の各種会議に出席した。参加状況は下表の通りである。

会 議 開催日 開催地 日本からの出席者（役職は当時のもの）

年次総会

(AGA) 

H30.5.5 Panama City 

（パナマ） 

川嶋 康宏 
須野原 豊 
林田 博 
浅輪 宇充 
山本  竜太郎 
河野 大輔 

東山 茂 
辻   英之 
横山 和人 

野口 哲史 

石田 仁 

水野 剣一 

日本港湾空港建設協会連合会 会長 
（公社）日本港湾協会 理事長 
国際航路協会 副会長 
国土交通省 大臣官房 技術参事官 
水産庁 漁港漁場整備部整備課長 
水産庁 漁港漁場整備部整備課 課長補佐 
国際航路協会 日本部会 事務局 
神戸市みなと総局長 
神戸市みなと総局みなと振興部振興課長 
五洋建設（株） 
五洋建設（株） 
五洋建設（株） 

国際航路会議

（Congress） 

H30.5.7-11 Panama City 

（パナマ） 

AGA出席者 

河内 昭徳 

鈴木  高二朗 

小濱 英司 

高橋 英紀 

伴野 雅之 

不動 雅之 

高原 裕一 

完山 暢 

長野 晋平 

古市 尚基 

善 功企 

中川 康之 

中泉 昌光 

鬼頭 平三 

鈴木 勝 

小野 憲司 

樋口 嘉章 

斎藤 正文 

片山  悦次郎 

藤田 郁夫 

久保田 真一 

吉塚 尚純 

柴田 充喜 

丸山 一郎 

その他数名 

在パナマ大使館書記官 

（国研）うみそら研 港湾空港技術研究所 

（国研）うみそら研 港湾空港技術研究所 

（国研）うみそら研 港湾空港技術研究所 

（国研）うみそら研 港湾空港技術研究所 

水産庁 漁港漁場整備部整備課 課長補佐 
漁港漁場漁村総合研究所 

水産土木建設技術センター 

はこだて未来大学 

（国研）水産工学研究所 

九州大学 

九州大学 

東京海洋大学 

（一財）みなと総合研究財団  

（一社）日本埋立浚渫協会 
阪神国際港湾（株） 
（株）オリエンタルコンサルタンツ 
（株）オリエンタルコンサルタンツ 
国際航業（株） 
（株）不動テトラ 
（株）不動テトラ 
日建工学（株） 
シバタ工業（株） 



− 2−

会 議 開催日 開催地 日本からの出席者（役職は当時のもの）

評議会

（CoXnFiO） 

第�0ᅇ

H30.10.15 

6eYiOOe 

 （ン࣌ࢫ）

林田 博 

久田 成昭 

国際航路協会 副会長 

国土交通省 港湾局 産業港湾課 国際企⏬ᐊ長

執行委員会 

（([Com) 

H30.5.� 

H30.10.13 

H31.1.31 

Panama City 

（パナマ） 

6eYiOOe 

 （ン࣌ࢫ）

%rXsseOs 

 （ーࢠル࣋）

林田 博 

ྠ  ୖ

ྠ  ୖ

国際航路協会 副会長 

ྠ  ୖ

ྠ  ୖ

内陸水路委

員会

（,nCom） 

H31.1.�� 

-30

%rXsseOs 

 （ーࢠル࣋）

鈴木 勝 （一社）日本埋立浚渫協会 ㄪᰝ役 

海港委員会

（0arCom) 

H30.10.1� 

H31.1.�� 

-30

6eYiOOe 

 （ン࣌ࢫ）

%rXsseOs 

 （ーࢠル࣋）

樋口 嘉章 

ྠ  ୖ

（株）㺓㺶㺒㺻㺞㺷㺘㺻㺙㺷㺞㺻㺠 ᖖ務役員 

ྠ  ୖ

環境委員会

((nYiCom) 

H30.10.15 

-1�

6eYiOOe 

 （ン࣌ࢫ）

῝海 正ᙪ ᪂日㕲ఫ㔠㺒㺻㺚㺼㺤㺏㺶㺻㺖㺼（株）㺜㺼㺦㺵㺷㺭㺦㺚㺼㺊㺎 

㺸㺖㺸㺎㺚㺌㺻 

委員会

(5eFCom) 

H30.10.1� 6eYiOOe 

 （ン࣌ࢫ）

山下 雅人 （一社）日本マリーナ࣭ࣅーࢳ協会 理事 

国際協力 

委員会

(CoCom) 

H31.1.30 %rXsseOs 

 （ーࢠル࣋）

小野 憲司 阪神国際港湾（株）ྲྀ⥾役副社長 

若手技術者

委員会 

(<PCom) 

H30.5.3-� Panama City 

（パナマ） 

高橋 英紀 （国研）うみそら研 港湾空港技術研究所 地

┙研究㡿ᇦ 地┙ᨵⰋ研究ࢢルーࣉ長 

㸰) PIANC-Japan関係

国内各種ά動の᥎㐍のたࡵに、総会、理事会ࢆጞࡵとࡍる各種会合ࢆ開催した。

。たࡵとࡲとりࢆランࣉクションた、日本部会としてのࡲ

ձ 総会、理事会、企⏬委員会
会議➼ 開催日 開催場所

平成30年度企⏬委員会 H30.6.13 OCDI会議ᐊ 
第45ᅇ通ᖖ総会 H30.6.25 㒔市センター࣍テル

第49ᅇ理事会 H30.6.25 㒔市センター࣍テル
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評議会

（CoXnFiO） 

第�0ᅇ

H30.10.15 

6eYiOOe 

 （ン࣌ࢫ）

林田 博 

久田 成昭 

国際航路協会 副会長 

国土交通省 港湾局 産業港湾課 国際企⏬ᐊ長 

執行委員会 

（([Com) 

H30.5.� 

H30.10.13 

H31.1.31 

Panama City 

（パナマ） 

6eYiOOe 

 （ン࣌ࢫ）

%rXsseOs 

 （ーࢠル࣋）

林田 博 

ྠ  ୖ

ྠ  ୖ

国際航路協会 副会長 

ྠ  ୖ

ྠ  ୖ

内陸水路委

員会

（,nCom） 

H31.1.�� 

-30

%rXsseOs 

 （ーࢠル࣋）

鈴木 勝 （一社）日本埋立浚渫協会 ㄪᰝ役 

海港委員会

（0arCom) 

H30.10.1� 

H31.1.�� 

-30

6eYiOOe 

 （ン࣌ࢫ）

%rXsseOs 

 （ーࢠル࣋）

樋口 嘉章 

ྠ  ୖ

（株）㺓㺶㺒㺻㺞㺷㺘㺻㺙㺷㺞㺻㺠 ᖖ務役員 

ྠ  ୖ

環境委員会

((nYiCom) 

H30.10.15 

-1�

6eYiOOe 

 （ン࣌ࢫ）

῝海 正ᙪ ᪂日㕲ఫ㔠㺒㺻㺚㺼㺤㺏㺶㺻㺖㺼（株）㺜㺼㺦㺵㺷㺭㺦㺚㺼㺊㺎 

㺸㺖㺸㺎㺚㺌㺻 

委員会
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H30.10.1� 6eYiOOe 

 （ン࣌ࢫ）

山下 雅人 （一社）日本マリーナ࣭ࣅーࢳ協会 理事 

国際協力 

委員会

(CoCom) 

H31.1.30 %rXsseOs 

 （ーࢠル࣋）

小野 憲司 阪神国際港湾（株）ྲྀ⥾役副社長 

若手技術者

委員会 

(<PCom) 

H30.5.3-� Panama City 

（パナマ） 

高橋 英紀 （国研）うみそら研 港湾空港技術研究所 地

┙研究㡿ᇦ 地┙ᨵⰋ研究ࢢルーࣉ長 

㸰) PIANC-Japan関係

国内各種ά動の᥎㐍のたࡵに、総会、理事会ࢆጞࡵとࡍる各種会合ࢆ開催した。

。たࡵとࡲとりࢆランࣉクションた、日本部会としてのࡲ

ձ 総会、理事会、企⏬委員会
会議➼ 開催日 開催場所

平成30年度企⏬委員会 H30.6.13 OCDI会議ᐊ 
第45ᅇ通ᖖ総会 H30.6.25 㒔市センター࣍テル

第49ᅇ理事会 H30.6.25 㒔市センター࣍テル

ղ 平成30年度PIANC-Japanά動報告会

日時㸸平成 30 年 6᭶ 25日（᭶）15:00㹼16:50
場所㸸㒔市センター࣍テル

内ᐜは下記の通り。

a)各委員会のᴫせ 

࣭,nCom  Ⳣ野高ᘯ  ἢᓊ技術研究センターᑂ議役 

࣭0arCom  樋口嘉章  㺓㺶㺒㺻㺞㺷㺘㺻㺙㺷㺞㺻㺠ᖖ務役員 

࣭(nYiCom  ῝海正ᙪ ᪂日㕲ఫ㔠㺒㺻㺚㺼㺤㺏㺶㺻㺖㺼㺚㺼㺈㺦㺵㺷㺭㺦㺚㺼㺊㺎 

࣭CoCom  小野憲司 阪神国際港湾副社長 

࣭<PCom  高橋英紀 うみそら研࣭港空研௵研究官 

࣭5eFCom 山下雅人 日本マリーナ࣭ࣅーࢳ協会理事 

E)パナマAGA࣭Congressのᴫせ 東山 茂 P,A1C--aSan事務局長 

F)パナマCongressでのⓎ表内ᐜ事報告 

࣭ᱞ橋工事にࡅ࠾る%,0（%XiOGing ,nIormation 0oGeOing）の㐺⏝

野口哲史  五洋建設ᑓ務執行役員土木本部長 

࣭水産≀の㍺出ಁ㐍にࡅ࠾る漁港࣭港湾の⏕産࣭≀ὶᶵ⬟に࠸ࡘての研究

中泉昌光 東京海洋大学≉௵ᩍᤵ 

࣭᭷ᛶ⏕Ṫ技術࠸⏝ࢆたサンࢦቑṪ技術の開Ⓨ

不動雅之 水産庁整備課課長補佐 

࣭ὠἼの㉺ὶ時に㜵Ἴሐࢣーࢯンにస⏝ࡍる水ᅽศᕸ

鈴木高二朗 うみそら研࣭港空研ࢢルーࣉ長 

࣭日本の港湾にࡅ࠾る埋ἐ⌧㇟に࠸ࡘての≉ᛶศᯒ

中川康之 九州大学ᩍᤵ 

࣭A,ター࣑ナルᵓ-᭱᪂の,C技術࠸⏝ࢆた港湾の⟶理㐠Ⴀの㏆௦ྍ⬟ᛶ

小野憲司 阪神国際港湾副社長

G)ࢹパ࣭࢘レࢫ࣒㈹ཷ㈹報告 水野剣一 五洋建設௵

ճ 委員会࣭WG関係者ពぢ交会

日時㸸平成 31 年 1᭶ 24日（木）16:00㹼
場所㸸௦ࠎ木ᴦ部

報交の内ᐜ㸸各委員会報告、各WG報告、国交省からの報ᥦ౪ ➼ 

մ YPCom日本ᨭ部会合
会議➼ 開催日 開催場所

国内ࢢルーࣉ会議 H30.4.24 神戸

H30.10.17-18 Ἀ⦖

地ᇦ会議ࢪ H30.10.28-11.2 仁川、㔩山
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յ PIANC神戸年次総会ᐇ行委員会（๓ᚋの年度もྵࡴ）
会議➼ 開催日 開催場所

H29年度 第1ᅇ委員会 H29.10.25 国土交通省

第1ᅇ学術委員会 H30.1.18 ⤒῭産業省

第2ᅇ学術委員会 H30.3.22 OCDI 
第1ᅇᖿ事会 H30.3.29 OCDI 

H30年度 第2ᅇ委員会 H30.6.19 国土交通省

第2ᅇᖿ事会 H30.12.26 国土交通省

Rඖ年度 第3ᅇᖿ事会 H31.4.9 国土交通省

第3ᅇ委員会 H31.4.22 国土交通省

ն ࡵとࡲランのとりࣉクション

PIANC本部⟇ᐃのStrategic plan 2019-2023にᑐᛂしてAction Plan
（2019-2023）of PIANC-Japanࢆ⟇ᐃし、本部にも報告した（報告事㡯4参↷）。

（㸰）委員会࣭研究ά動 

１）平成30年度の各委員会➼の日本の委員は下表の通りである。 

㸰）ࡀࢃ国の委員ࡀ参⏬ࡍるWGは௨下の通りである。 

内陸水路委員会(InCom) 

WG 
␒号 

WG名 日本の委員 

1�� 
Alternative Technical-Biological Bank Protection Methods for Inland Waterways
内陸水㐠のたࡵの௦᭰ⓗな技術 ⏕≀にࡼる河ᓊ㜵⅏手ἲ 

ୖᚭᩍ 港空研 

1�� 
Health Monitoring for Port and Waterway Structures 
港湾及び航路ᵓ㐀≀の度デ  ᩿ 加藤⤮ 港空研 

1��は海港委員会:Gとしても開催 

委 員 会 日 本 の 委 員

ExCom 林田 博 国際航路協会 日本部会 会長

InCom 鈴木 勝 （一社）日本埋立浚渫協会 ㄪᰝ役

EnviCom ῝海 正ᙪ ᪂日㕲ఫ㔠㺒㺻㺚㺼㺤㺏㺶㺻㺖㺼（株）㺜㺼㺦㺵㺷㺭㺦㺚㺼㺊㺎

MarCom 樋口 嘉章 （株）㺓㺶㺒㺻㺞㺷㺘㺻㺙㺷㺞㺻㺠 ᖖ務役員

CoCom 小野 憲司 阪神国際港湾（株）ྲྀ⥾役副社長 

YPCom 

高橋 英紀 (国研)海ୖ࣭港湾࣭航空技術研究所 港湾空港技術研究所 

地┙研究㡿ᇦ 地┙ᨵⰋ研究ࢢルーࢢ ࣉルーࣉ長 

伴野 雅之 (国研)海ୖ࣭港湾࣭航空技術研究所 港湾空港技術研究所 

ἢᓊ環境研究㡿ᇦ ἢᓊ土◁⟶理研究ࢢルーࣉ ௵研究官

RecCom 山下 雅人 （一社）日本マリーナ࣭ࣅーࢳ協会 理事
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ୖᚭᩍ 港空研 
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Health Monitoring for Port and Waterway Structures 
港湾及び航路ᵓ㐀≀の度デ  ᩿ 加藤⤮ 港空研 
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委 員 会 日 本 の 委 員

ExCom 林田 博 国際航路協会 日本部会 会長

InCom 鈴木 勝 （一社）日本埋立浚渫協会 ㄪᰝ役

EnviCom ῝海 正ᙪ ᪂日㕲ఫ㔠㺒㺻㺚㺼㺤㺏㺶㺻㺖㺼（株）㺜㺼㺦㺵㺷㺭㺦㺚㺼㺊㺎

MarCom 樋口 嘉章 （株）㺓㺶㺒㺻㺞㺷㺘㺻㺙㺷㺞㺻㺠 ᖖ務役員

CoCom 小野 憲司 阪神国際港湾（株）ྲྀ⥾役副社長 

YPCom 

高橋 英紀 (国研)海ୖ࣭港湾࣭航空技術研究所 港湾空港技術研究所 

地┙研究㡿ᇦ 地┙ᨵⰋ研究ࢢルーࢢ ࣉルーࣉ長 

伴野 雅之 (国研)海ୖ࣭港湾࣭航空技術研究所 港湾空港技術研究所 

ἢᓊ環境研究㡿ᇦ ἢᓊ土◁⟶理研究ࢢルーࣉ ௵研究官

RecCom 山下 雅人 （一社）日本マリーナ࣭ࣅーࢳ協会 理事

海港委員会(MarCom) 

WG 
␒号 

WG名 日本の委員 

1�5 
Berthing Velocities in Sheltered Environments 
ἼからᏲらࢀた環境下での᥋ᓊ㏿度 

(ඹྠ議長)ୖ田茂 

 であओ࠸

山℩ᬕ⩏ ओ㺪㺼㺶㺚㺼㺛㺢㺻 

1�� 

Upgrade of Port Terminals by increasing dredged depth 
ቑ῝にࡼるター࣑ナルのᨵⰋ 

水㇂ᓫு 港空研

ᐑ田正史 国総研

1�7 

Design of terminal for RoRo and RoPax vessels 
RoRoࡼ࠾びRoPax⯪⏝ター࣑ナルの設ィ ➉ಙ正ᐶ 港空研

1�� 
A Framework for Early Contractor Involvement in Infrastructure Projects 
 る工者᪩ᮇ参加᪉ᘧ（ECI᪉ᘧ）のᵓ⠏ࡅ࠾ラ整備にࣇン

ᓊ本高ᙪ

㺜㺻㺢㺵㺷㺘㺻㺙㺷㺞㺻㺢

山本大ᚿ 国交省

�05 

Design and Construction of Breakwaters on Soft Seabeds 
㌾ᙅ地┙にࡅ࠾る㜵Ἴሐの設ィと建設 

(議長)Ώ部せ一 大 
高橋英紀 港空研

⇃㇂㝯宏 五洋建設 

�0� 

Planning for Automation of Container Terminals 
コンテナター࣑ナルの⮬動のィ⏬ 

吉Ụ᐀⏕ 港空研

小野憲司

阪神国際港湾

�11 

update WG33 - Guidelines for the design of fender systems 

WG33の᭦᪂㸫㜵⯨ᮦの設ィࢻ࢞ラン 

ୖ田茂  ࠸であओ 

⡿山⏨ 港空研

ụ㑓ᑗ光 㺚㺨㺼㺞工業 

�1� 
update WG24 - Criteria for acceptable movement of ships at beths 

WG24の᭦᪂㸫ᓊቨにࡅ࠾る⯪⯧のチᐜ動ᦂ基‽ 
⡿山⏨ 港空研

�13 

Design guidelines for marine multipurpouse terminals 
海ୖከ┠ⓗター࣑ナルの設ィࢻ࢞ラン 

山本康太 国総研

ᒾᓮᖿ平 国総研

環境委員会(EnviCom) 

WG 
␒号 

WG名 日本の委員 

1��
Carbon Management for Port and Navigation Infrastructure 
港湾࣭航路設の࢝ー࣎ン࣭マ࣓ࢪࢿント 

᱓Ụᮅẚ࿅ 港空研 

�1�
Beneficial Sediment Use 
ሁ✚土◁の᭷ຠά⏝ 

野ὠ光夫 不動㺡㺢㺵 

⣽川真ஓ 港空研 

P7G
Permanent Task Group on Climate Change 
Ẽೃኚ動に関ࡍるᖖ設≉᳨ูウ会 

本ከ和ᙪ 国総研 
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国際協力委員会（CoCom） 

WG 
␒号

WG名 日本の委員 

1�� 
Training in Ports and Waterways 
港湾ࡼ࠾び水路にࡅ࠾るトレーࢽンࢢ 

Ᏻ部ᬛ久 国総研 

その他（TG） 

TG 
␒号 TG名 日本の委員 

1�1 
The State and Perspectives of Waterborne Transport Infrastructure Worldwide 
ୡ⏺にࡅ࠾る水ୖ㍺㏦ンࣇラの⌧状とᒎᮃ 

Ᏻ部ᬛ久 国総研 
高橋英紀 港空研 

平成30年度、次のWG から研究報告書ࡀⓎ行ࢀࡉた。 

WG名 研究報告書名 

MarCom 
WG 184

Design Principles for Dry Bulk Marine Terminals (2019) 
バルク㈌≀ター࣑ナルに࠸ࡘての設ィの⪃࠼᪉ 

MarCom 
WG 159

Renewables and Energy Efficiency for Maritime Ports (2019) 
海港にࡅ࠾る⏕ྍ⬟エࢿルࢠー及びエࢿルࢠーຠ⋡ 

InCom 
WG 166

Inflatable Structures in Hydraulic Engineering (2018) 
水工学にࡅ࠾る⭾ᙇᘧ（空Ẽᘧ）ᵓ㐀≀ 

InCom Interim 
WG 201

Development of a Proposal of Inland Waterway Classification for South America 
(2018) 
༡⡿にࡅ࠾る内水路㢮ᆺに係るᥦ案に࠸ࡘてのᒎ開 

InCom 
WG 141

Design Guidelines for Inland Waterway Dimensions (2019) 
内水路ㅖඖに࠸ࡘての設ィᣦ㔪 

InCom 
TG 204

Awareness Paper on Cybersecurity in Inland Navigation (2019) 
内水路航行にࡅ࠾るサバーセࣗ࢟リテに係るㄆ㆑࣌ーパー 

EnviCom 
WG 176

Guide for Applying Working with Nature to Navigation Infrastructure Projects 
(2018) 
⮬↛ඹ⏕ࢆ水㐠関連ᵓ㐀≀࢙ࢪࣟࣉクトに㐺⏝ࡍる際のᣦ㔪 

Task Group 181
The State and Perspectives of Waterborne Transport Infrastructure Worldwide 
(2018)  
ୡ⏺の水㐠関連ᵓ㐀≀の⌧状とᒎᮃ 

ͤWGの研究報告書に࠸ࡘてはPIANC本部のHPࡼり࢘ࢲンࣟーྍࢻ⬟である（会員は↓ᩱ）。 
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国際協力委員会（CoCom） 

WG 
␒号

WG名 日本の委員 

1�� 
Training in Ports and Waterways 
港湾ࡼ࠾び水路にࡅ࠾るトレーࢽンࢢ 

Ᏻ部ᬛ久 国総研 

その他（TG） 

TG 
␒号 TG名 日本の委員 

1�1 
The State and Perspectives of Waterborne Transport Infrastructure Worldwide 
ୡ⏺にࡅ࠾る水ୖ㍺㏦ンࣇラの⌧状とᒎᮃ 

Ᏻ部ᬛ久 国総研 
高橋英紀 港空研 

平成30年度、次のWG から研究報告書ࡀⓎ行ࢀࡉた。 

WG名 研究報告書名 

MarCom 
WG 184

Design Principles for Dry Bulk Marine Terminals (2019) 
バルク㈌≀ター࣑ナルに࠸ࡘての設ィの⪃࠼᪉ 

MarCom 
WG 159

Renewables and Energy Efficiency for Maritime Ports (2019) 
海港にࡅ࠾る⏕ྍ⬟エࢿルࢠー及びエࢿルࢠーຠ⋡ 

InCom 
WG 166

Inflatable Structures in Hydraulic Engineering (2018) 
水工学にࡅ࠾る⭾ᙇᘧ（空Ẽᘧ）ᵓ㐀≀ 

InCom Interim 
WG 201

Development of a Proposal of Inland Waterway Classification for South America 
(2018) 
༡⡿にࡅ࠾る内水路㢮ᆺに係るᥦ案に࠸ࡘてのᒎ開 

InCom 
WG 141

Design Guidelines for Inland Waterway Dimensions (2019) 
内水路ㅖඖに࠸ࡘての設ィᣦ㔪 

InCom 
TG 204

Awareness Paper on Cybersecurity in Inland Navigation (2019) 
内水路航行にࡅ࠾るサバーセࣗ࢟リテに係るㄆ㆑࣌ーパー 

EnviCom 
WG 176

Guide for Applying Working with Nature to Navigation Infrastructure Projects 
(2018) 
⮬↛ඹ⏕ࢆ水㐠関連ᵓ㐀≀࢙ࢪࣟࣉクトに㐺⏝ࡍる際のᣦ㔪 

Task Group 181
The State and Perspectives of Waterborne Transport Infrastructure Worldwide 
(2018)  
ୡ⏺の水㐠関連ᵓ㐀≀の⌧状とᒎᮃ 

ͤWGの研究報告書に࠸ࡘてはPIANC本部のHPࡼり࢘ࢲンࣟーྍࢻ⬟である（会員は↓ᩱ）。 

 。たࢀࡉ設立ࡀた、௨下のWGࡲ

8/2 
2018 

EnviCom 
WG214 

Beneficial Sediment Use 
ሁ✚土◁の᭷ຠά⏝

2/21 
2019 

EnviCom 
WG218 

The implication of invasive alien species for waterborne transport 
Infrastructure 
水㐠関連ᵓ㐀≀にとࡗてのධእ来種のព

6/1 
2018 

InCom 
WG210 

Smart shipping on inland waterways 
内水路にࡅ࠾る高ᛶ⬟⯪⯧㍺㏦

10/26 
2018 

InCom-MarCom 
WG215 

Accidental Impacts from Ships on Fixed Structure 
⯪⯧からᅛᐃ設のഅⓎⓗᙳ㡪

11/30 
2018 

InCom 
WG216 

Best Practices in Planning Inland Waterways Multimodal Platforms 
内水路にࡅ࠾るከ種㍺㏦ࣔーࢻ㛫ࣉラࢵト࢛ࣇー࣒の᭱善ィ⏬

6/1 
2018 

MarCom 
WG 211 

Update of WG33 ̽  Guidelines for the design of fender systems 
WG33（㜵⯨ᮦの設ィࢻ࢞ラン）の᭦᪂ 

6/1 
2018 

MarCom 
WG212 

Update of WG24 ̽  Criteria for acceptable movement of ships at berths 
WG24（ᓊቨにࡅ࠾る⯪⯧のチᐜ動ᦂ基‽）の᭦᪂ 

6/1 
2018 

MarCom 
WG213 

Design guidelines for marine multipurpose terminals 
海ୖከ┠ⓗター࣑ナルの設ィࢻ࢞ラン

2/18 
2019 

RecCom 
WG217 

The impacts of alternative fuel propulsion systems for recreational 
vessels on marina design and management 
マリーナの設ィ࣭ࡀ࣒テࢫる᥎㐍シࡼートの௦᭰⇞ᩱに࣎ーࣕࢪレࣉ ⟶理に 
及ࡍࡰᙳ㡪

3/27 
2019 

Joint WG219 Guidelines to develop and operate sustainable inland waterway tourism 
and recreation infrastructure 
内水路にࡅ࠾るᣢ⥆ྍ⬟ᛶのあるほ光関連設の開Ⓨ࣭ 㐠Ⴀのたࡵのࢻ࢞ 
ラン

（㸱）ά動㈝の補ຓ

PIANC 本部の研究ά動➼の参加者にᑐし、⏦ㄳにᛂࡌ参加㈝⏝の一部 （᪑㈝及び

ᐟἩ㈝なࢆ（次の会員に補ຓした。

研究活動 年月日 開催地 参加者 備考 

MarCom 

H30.10.13-21 

H31.1.28-2.3 

H31.2.3-8 

Seville（スペイン） 
Brussels（ベルギー） 
Brussels（ベルギー） 

樋口 嘉章 

〃 

岸本 高彦 

H31.3.21～22 Rotterdam（オランダ） 米山 治男 支払は令和元年度 

RecCom H30.10.13-20 Seville（スペイン） 山下 雅人 

EnviCom 
H30.10.14-18 

H31.1.29-2.2 

Seville（スペイン） 
Brussels（ベルギー） 

深海 正彦 

野津 光夫 

YP-Com H30.10.28-11.2 Seoul,Busan（韓国） 高橋 英紀 

Congress 
H30.5.5-14 

H30.5.5-14 

Panama City（パナマ） 
Panama City（パナマ） 

樋口 嘉章 

斎藤 正文 
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（㸲）ᬑ及ά動 

１） ͆ Sailing Ahead͇（e-newsletters）、PIANC Yearbook、WGレ࣏ートࢆ㓄ಙした。

㸰） PIANC-Japanの࣍ー࣒࣌ーࢪ(日本ㄒ∧࣭英ㄒ∧)の内ᐜࢆ᭦᪂ࡍるとともに、

PIANC-Japan News ࣍ࢆー࣒࣌ーࢪにᥖ㍕した。

ͤPIANC-JapanのHPのURLは  http://www.pianc-jp.org （和）

http://www.pianc-jp.org/en （英）

（㸳）その他 

平成 31 年 3᭶ 31 日⌧在の会員数は௨下の通りである。 

ճҽझพ H30.3.31  ଁ  H31.3.31 ݰ

正ճҽ 

ରճҽ 
5� 0 5� 

�ŴƇſũŭঁ;ٶճ
ҽɼ಼ �਼ 

（2） （0） （2） 

 人ճҽݺ

௪ճҽ 110 
-3

ʬ�5-8ʭ 
10� 

�40 Ґ下ɼ಼ࡂ �਼ （10） 
（�1） 

ʬ�3-2ʭ 
（11） 

ָਫ਼ճҽ 0 0 0 

໌༬ճҽʀशਐճҽ 3 0 3 

3- 1�9 ܯ 1�� 

ͤな࠾、᪂年度になࡗて௨㝆（平成31年4᭶௨㝆）、᭦なるධ㏥会ࡀあࡗたたࡵ、⌧時Ⅼ（௧和ඖ年 

6᭶1日）では、下記の通り。 

団య会員 56+4-1=59 

 ಶ人ᬑ通会員 107+5-6=106 （う40ࡕṓ௨下 11+3-1=13） 

 名会員࣭⤊㌟会員 3 

 合ィ       166+9-7=168 
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１） ͆ Sailing Ahead͇（e-newsletters）、PIANC Yearbook、WGレ࣏ートࢆ㓄ಙした。
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http://www.pianc-jp.org/en （英）

（㸳）その他 

平成 31 年 3᭶ 31 日⌧在の会員数は௨下の通りである。 

ճҽझพ H30.3.31  ଁ  H31.3.31 ݰ

正ճҽ 

ରճҽ 
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（2） （0） （2） 

 人ճҽݺ

௪ճҽ 110 
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ʬ�5-8ʭ 
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（�1） 

ʬ�3-2ʭ 
（11） 

ָਫ਼ճҽ 0 0 0 

໌༬ճҽʀशਐճҽ 3 0 3 
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ͤな࠾、᪂年度になࡗて௨㝆（平成31年4᭶௨㝆）、᭦なるධ㏥会ࡀあࡗたたࡵ、⌧時Ⅼ（௧和ඖ年 

6᭶1日）では、下記の通り。 

団య会員 56+4-1=59 

 ಶ人ᬑ通会員 107+5-6=106 （う40ࡕṓ௨下 11+3-1=13） 

 名会員࣭⤊㌟会員 3 

 合ィ       166+9-7=168 

ϩ 平成 30年度 決算報告（案） 
 ᨭ ィ 算 書 

⮬ 平成30年4᭶1日 

⮳ 平成31年3᭶31日 
１．収入 （単位：円） 

科  目 (A）平成30年度 

予算額 

(B）平成30年度 

決算額 

(Ａ)-(Ｂ) 備 考 

会費 10,037,000 9,992,000 45,000 

個人会費 1,575,000 1,530,000 45,000 

団体会費 8,462,000 8,462,000 0 

コングレス出席積立預金取崩収入 2,800,000 2,800,000 0 

特別積立預金取崩収入 15,500,000 8,200,000 7,300,000 

雑収入 10,000 1,157 8,843 

当期収入合計 28,347,000 20,993,157 7,353,843 

前期繰越収支差額 2,147,177 2,147,177 0 

収入合計 30,494,177 23,140,334 7,353,843 

２．支出 

科  目 (A)平成30年度 

予算額 

(B)平成30年度 

決算額 

(Ａ)-(Ｂ) 備 考 

事務局管理運営費 4,200,000 3,806,693 393,307 

 物  件  費 2,000,000 2,022,271 △ 22,271 印刷、通信、パソコン、送料、消耗品 

 会  議  費 700,000 921,346 △ 221,346 理事会・総会等 

 会議出席旅費 1,500,000 863,076 636,924 事務局,Council等出席旅費 

研究事業費 9,700,000 2,198,001 7,501,999 

 物  件  費 100,000 6,480 93,520 機関誌通関、活動報告会等 

 会  議  費 600,000 24,320 575,680 

 会議出席旅費 6,000,000 2,167,201 3,832,799 委員会、WG出席補助 

活動活性化費 3,000,000 0 3,000,000 

本  部 会 費 4,100,000 3,977,088 122,912 

神戸AGA拠出金 10,000,000 10,000,000 0 

コングレス出席積立預金支出 1,000,000 1,000,000 0 

予  備  費 0 0 0 

当期支出合計 29,000,000 20,981,782 8,018,218 

当期収支差額 △ 653,000 11,375 △ 664,375 

次期繰越額 1,494,177 2,158,552 △ 664,375 
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（単位：円）

 ὶ 動 ㈨ ⏘ 2,158,552  ὶ 動 ㈇ മ 0

 ᬑ通預金 2,158,552

 ᅛ ᐃ ㈨ ⏘ 21,000,000  ᅛ ᐃ ㈇ മ 21,000,000

コングレス出席積立預金 1,000,000 コングレス出席積立金 1,000,000

䚷特別積立預金 20,000,000 䚷特別積立金 20,000,000

 ㈇ മ 合 計 21,000,000

ṇ  ㈈ ⏘ 䛾 部

 ṇ  ㈈ ⏘ 2,158,552

 （䛖䛱当期ṇ㈈⏘ቑຍ額） 11,375

㈨  ⏘  合  計 23,158,552  ㈇മཬ䜃ṇ㈈⏘合計 23,158,552

（単位：円）

 ὶ 動 ㈨ ⏘ 2,158,552  ὶ 動 ㈇ മ 0

 ᬑ 通 預 金 2,158,552

 ୕⳻ᮾி䠱䠢䠦㖟⾜本ᗑ 2,158,552

 ᅛ ᐃ ㈨ ⏘ 21,000,000  ᅛ ᐃ ㈇ മ 21,000,000

コングレス出席積立預金 1,000,000 コングレス出席積立金 1,000,000

୕⳻ᮾி䠱䠢䠦㖟⾜本ᗑ 1,000,000

 特別積立預金 20,000,000 䚷特別積立金 20,000,000

 ୕⳻ᮾி䠱䠢䠦㖟⾜䝜㛛支ᗑ(ᐃ期） 10,000,000

䚷䜏䛪䜋㖟⾜᪂ᶫ支ᗑ(ᐃ期） 10,000,000

 ㈨   ⏘   合   計 23,158,552  ㈇   മ   合   計 21,000,000

 差ᘬṇ㈈⏘ 2,158,552

 ㈨  ⏘  䛾  部  ㈇  മ  䛾  部

㈚    ᑐ  ↷  ⾲

（平成䠏１年䚷䠏᭶䠏１᪥）

㈈  ⏘  目  㘓

（平成䠏１年䚷䠏᭶䠏１᪥）

㈨  ⏘  䛾  部 ㈇  മ  䛾  部
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（単位：円）
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䚷特別積立預金 20,000,000 䚷特別積立金 20,000,000

 ㈇ മ 合 計 21,000,000

ṇ  ㈈ ⏘ 䛾 部

 ṇ  ㈈ ⏘ 2,158,552

 （䛖䛱当期ṇ㈈⏘ቑຍ額） 11,375

㈨  ⏘  合  計 23,158,552  ㈇മཬ䜃ṇ㈈⏘合計 23,158,552

（単位：円）

 ὶ 動 ㈨ ⏘ 2,158,552  ὶ 動 ㈇ മ 0

 ᬑ 通 預 金 2,158,552

 ୕⳻ᮾி䠱䠢䠦㖟⾜本ᗑ 2,158,552
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 ୕⳻ᮾி䠱䠢䠦㖟⾜䝜㛛支ᗑ(ᐃ期） 10,000,000

䚷䜏䛪䜋㖟⾜᪂ᶫ支ᗑ(ᐃ期） 10,000,000

 ㈨   ⏘   合   計 23,158,552  ㈇   മ   合   計 21,000,000

 差ᘬṇ㈈⏘ 2,158,552

 ㈨  ⏘  䛾  部  ㈇  മ  䛾  部

㈚    ᑐ  ↷  ⾲

（平成䠏１年䚷䠏᭶䠏１᪥）

㈈  ⏘  目  㘓

（平成䠏１年䚷䠏᭶䠏１᪥）

㈨  ⏘  䛾  部 ㈇  മ  䛾  部
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第 2 号議案 ௧和ඖ年度事業ィ⏬並びにᨭண算 

I ௧和ඖ年度事業ィ⏬

(1) ά動᪉㔪

ᡃࡀ国の国┈にἢうこともᛕ頭に⨨ࡘࡘࡁ、官Ẹで連ᦠして次のᑐᛂࢆ行う。

ձᡃࡀ国港湾技術の国際ᶆ‽ᨭ

ղᡃࡀ国の港湾技術ࡸᨻ⟇のୡ⏺のⓎಙ

ճ各国のPIANC国内委員会との連ᦠ➼ࢆ通ࡌたPIANC-Japanのࢵࢿト࣡ークの充ᐇ

と、ࢪᇦ内のPIANCά動άⓎの㈉⊩ 
な࠾、ୖ記ά動に当たࡗては次のᑐᛂࢆ基本とࡍることとࡍる。

ձ PIANC 本部に࠸࠾て行ࢀࢃるά動の基本᪉㔪ࡸィ⏬なの決ᐃに✚ᴟⓗに関し、

PIANCά動のⓎᒎに㈉⊩ࡍる。

ղ PIANC本部に࠸࠾て行ࢀࢃる研究ά動に✚ᴟⓗに参⏬し、ᡃ 国港湾技術の国際ᶆࡀ

‽及び港湾技術報の国際交ὶのಁ㐍に㈉⊩ࡍる。

ճ ୖ記ά動の参加者にᑐし、ᚲせにᛂࡌά動㈝のᨭࢆ行う。

մ 日本部会会員┦の報交ಁࢆ㐍ࡍる。

յ 日本部会の⤌⧊のᙉ及びά動のάᛶࢆᅗる。

ն Young Professional のά動⥅⥆ࢆᅗる。

շ 会員サーࢫࣅのྥୖࢆᅗる。

(�) 会議参加ࡼ࠾び開催

１）PIANC本部関係

2019年年次総会（神戸）ࢆ開催国としてに㐠Ⴀࡍるとともに（ඛ⯡、6/3㹼7
にᐇ῭であり、報告事㡯㸰参↷）、Council, ExCom、その他委員会なに✚ᴟⓗ

に参加ࡍる。な࠾、௧和ඖ年度各種委員会の参加委員は次の通りである。

ExCo㹫 林田 博 国際航路協会 副会長

InCom 鈴木 勝 日建工学(株) ᖖ務執行役員 

MarCom 樋口 嘉章 (株)オリエンタルコンサルタンツᖖ務役員 

EnviCom ῝海 正ᙪ 日㕲㺒㺻㺚㺼㺤㺏㺶㺻㺖㺼(株) 㢳ၥ 

CoCom 小野 憲司 阪神国際港湾(株)ྲྀ ⥾役副社長 

YPCom ,伴野 雅之 (国研)うみそら研 港湾空港技術研究所 

ἢᓊ環境研究㡿ᇦ ἢᓊ土◁⟶理研究ࢢルーࣉ ௵研究官

RecCom 山下 雅人 (一社)日本マリーナ࣭ࣅーࢳ協会 理事 
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にᐇ῭であり、報告事㡯㸰参↷）、Council, ExCom、その他委員会なに✚ᴟⓗ

に参加ࡍる。な࠾、௧和ඖ年度各種委員会の参加委員は次の通りである。

ExCo㹫 林田 博 国際航路協会 副会長

InCom 鈴木 勝 日建工学(株) ᖖ務執行役員 

MarCom 樋口 嘉章 (株)オリエンタルコンサルタンツᖖ務役員 

EnviCom ῝海 正ᙪ 日㕲㺒㺻㺚㺼㺤㺏㺶㺻㺖㺼(株) 㢳ၥ 

CoCom 小野 憲司 阪神国際港湾(株)ྲྀ ⥾役副社長 
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㸰）PIANC-Japan関係 
国内各種ά動の᥎㐍のたࡵに、総会、理事会、企⏬委員会➼の会議ࢆ開催ࡍる。

（3）研究ά動 

１）各種స業部会（WG）の参加 
InCom、MarCom、EnviCom、CoCom、YPCom、RecComなの各種స業部 
会（WG）に参加し、その出席及び国内で開催ࢀࡉる会合のᨭࢆ✚ᴟⓗに行う。 
本年度から参加ࡍる㹕㹅と参加者は下表の通り。

211 update WG33 - Guidelines for the design of fender systems 

WG33の᭦᪂㸫㜵⯨ᮦの設ィࢻ࢞ラン

ୖ田 茂（࠸であ）

⡿山⏨（港空研）

ụ㑓ᑗ光（シバタ工業） 

212 update WG24 - Criteria for acceptable movement of ships at beths 

:G��の᭦᪂㸫ᓊቨにࡅ࠾る⯪⯧のチᐜ動ᦂ基‽ 

⡿山⏨（港空研） 

213 Design guidelines for marine multipurpouse terminals 

海ୖከ┠ⓗター࣑ナルの設ィࢻ࢞ラン 

山本康太（国総研）

ᒾᓮᖿ平（国総研） 

214 Beneficial Sediment Use 

ሁ✚土◁の᭷ຠά⏝ 

野ὠ光夫（不動㺡㺢㺵）

⣽川真ஓ（港空研） 

㸰）ㄽ文ເ㞟 

͆Sailing Ahead͇（e-newsletters）のᐤ✏ࢆびかࡅるとともに、若࠸技術者ࡸ

研究者ࢆᑐ㇟としたDe Paepe-Willems㈹のㄽ文ᛂເࢆዡບࡍる（年度もㄽ

文ເ㞟中㸸ᥦ出⥾ษはࢫࣈトラクト8᭶31日、文9᭶30日）。 
ͤヲ⣽に࠸ࡘては下記参↷

https://www.pianc.org/awards/pianc-de-paepe-willems-award
https://www.pianc.org/uploads/RULES-FOR-APPLICATION-DPWA.pdf

㸱） その他

PIANC-Japanのά動の㊃᪨にἢࡗたㄪᰝ事業➼ࢆᨭࡍる。 

(4) ά動㈝の補ຓ

１）PIANC本部関連会議の参加㈝⏝の補ຓ

国際航路会議（Congress）技術セ࣑ナー、PIANC本部関連会議(WG➼)➼の

ᡃࡀ国からの参加者にᑐし、ࠕPIANC本部関連会議参加᪑㈝補ຓ㔠つ⛬ にࠖᚑ࠸、

ᚲせᛶに基࡙ࡃ⏦ㄳにᛂࡌて参加㈝⏝の一部（航空㐠㈤、ᐟἩ㈝➼）ࢆ補ຓࡍる（原

๎として、ୖ 㝈㢠は1ᅇの出ᙇに25ࡁࡘ（ࢪ地ᇦにあࡗては20））。

ࢆ⏝㈝て参加ࡌる場合㸪⏦ㄳにᛂࡍ関連会議に出席ࡀた、海እ在中のᑓ㛛ᐙࡲ

補ຓࡍる。
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㸰）PIANC本部関連会議(WG➼)のᡃࡀ国での開催のᨭ 
PIANC本部関連会議(WG➼)にᑐし、ᚲせにᛂࡌて開催㈝⏝ࢆ補ຓࡍる。 

㸱）各種ㄽ文➼のస成に関し⩻ヂ➼ࡀᚲせな場合、⩻ヂ㈝➼ࢆ補ຓࡍる。

(5)  会員サーࢫࣅ

１） PIANC本部ࡼ࠾び日本部会のά動状況ࢆ会員に⤂ࡍるたࡵ次のことࢆᐇࡍる。 
国際航路協会日本部会㐠Ⴀ案内ࠕ࣭ (ࠖ௧和ඖ年)のస成

࣭PIANC Yearbookの日本部会会員の㓄ᕸ

࣭PIANC WG報告の⤂

㸰） PIANC-Japanの࣍ー࣒࣌ーࢪ(日本ㄒ∧࣭英ㄒ∧)の内ᐜࢆ᭦᪂ࡍる。 
㸱） WG報告書➼の中から、日本部会会員にとࡗて᭷⏝な報告書ࢆ日本ㄒに⩻ヂ、

㓄ᕸࡍる。

㸲） 会員ྥࡅ報告会ࢆ開催ࡍる。

 るPIANCά動のάᛶࡅ࠾地ᇦ➼にࢪ（6）
日㺃ASEAN 次官⣭交通ᨻ⟇会合、APECにࡅ࠾る㠀公ᘧ会合なの場ࢆά⏝し

て、ࢪ地༊にࡅ࠾るPIANCά動のάᛶࢆᅗる。ࡲた、ࢪ地ᇦの技術者

てࡗࡼること➼にࡍᨭࢆ⏝㈝Ώ航ࡤࢀあࡀるᶵ会ࡍPIANC関連会議➼に参加ࡀ

ά動のάᛶࢆᅗる。

ࡅ࠾にࢪ࣎ン࢝、ᅗりࢆとの連ᦠᙉࢪ࣎ン࢝た、PIANCに加┕したࡲ

るPIANCセ࣑ナーࢆᐇࡍる（報告事㡯3参↷）。 

（7）その他

本部ࣉラࢳナ会員のධ会່ㄏಁࢆ㐍ࡍる。
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㸲） 会員ྥࡅ報告会ࢆ開催ࡍる。
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て、ࢪ地༊にࡅ࠾るPIANCά動のάᛶࢆᅗる。ࡲた、ࢪ地ᇦの技術者

てࡗࡼること➼にࡍᨭࢆ⏝㈝Ώ航ࡤࢀあࡀるᶵ会ࡍPIANC関連会議➼に参加ࡀ

ά動のάᛶࢆᅗる。

ࡅ࠾にࢪ࣎ン࢝、ᅗりࢆとの連ᦠᙉࢪ࣎ン࢝た、PIANCに加┕したࡲ

るPIANCセ࣑ナーࢆᐇࡍる（報告事㡯3参↷）。 

（7）その他

本部ࣉラࢳナ会員のධ会່ㄏಁࢆ㐍ࡍる。
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第 3 号議案 つ⣙ᨵ正に࠸ࡘて 

第㸲号議案（ᚋ出）のと࠾り、⯡、理事ࢆ総数13名のయไとࡍることࢆᥦ案ࡍる๓ᥦとして、

理事ᐃ数１ࢆ㸰名から１㸱名に１名ቑ加ࡏࡉるたࡵ、日本部会つ⣙ࢆ次のࡼうにኚ᭦した࠸。

࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭

国際航路協会日本部会つ⣙

  行 昭和5�年11᭶��日 

一部ᨵ正   平成 �年 5᭶ 7日 

 一部ᨵ正  平成11年 5᭶��日 

一部ᨵ正  平成1�年 �᭶��日 

一部ᨵ正   ௧和ඖ年 �᭶��日 

㹼๓␎㹼 

（役 員） 

第7᮲ 日本部会に次の役員ࡃ⨨ࢆ。 

（１）会 長 １名 

（㸰）副会長 １名 

（㸱）理 事 １㸰１㸱名௨内（会長、副会長ࡴྵࢆ） 

（㸲）┘ 事 㸰名௨内 

㹼中␎㹼

㝃๎

１ このつ⣙は、௧和ඖ年 �᭶��日から行ࡍる。
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࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭

国際航路協会日本部会つ⣙

  行 昭和5�年11᭶��日 

一部ᨵ正   平成 �年 5᭶ 7日 

 一部ᨵ正  平成11年 5᭶��日 

一部ᨵ正  平成1�年 �᭶��日 

一部ᨵ正   ௧和ඖ年 �᭶��日 

㹼๓␎㹼 

（役 員） 

第7᮲ 日本部会に次の役員ࡃ⨨ࢆ。 

（１）会 長 １名 

（㸰）副会長 １名 

（㸱）理 事 １㸰１㸱名௨内（会長、副会長ࡴྵࢆ） 

（㸲）┘ 事 㸰名௨内 

㹼中␎㹼

㝃๎

１ このつ⣙は、௧和ඖ年 �᭶��日から行ࡍる。

第㸲号議案 役員の㑅௵に࠸ࡘて

本人からの⏦出及び人事␗動にࡼり、௨下の理事ࡀ㏥௵ࡍる。

ᙳ山 ᬛᑗ (一財)漁港漁場漁村総合研究所 理事長 
鈴木 ᘯ之 国土交通省 国土技術ᨻ⟇総合研究所 副所長

ℿᒸ 和夫 東京工業大学 環境㺃社会理工学㝔 ⼥合理工学⣔ ᩍᤵ

᪂௵の理事は௨下の㸲名とࡍる。

ᒸ田 光ᙪ 空港設株ᘧ会社 㢳ၥ

⳥ụ 喜昭 東京理⛉大学理工学部土木工学⛉ ᩍᤵ

㧘吉 晋࿃ (一財)漁港漁場漁村総合研究所 理事長

ㅖᫍ 一ಙ 国土交通省 国土技術ᨻ⟇総合研究所 副所長 

この⤖ᯝ、役員は௨下の通りとなる。

理事 
ᒾἼ 光保 東京工業大学 環境㺃社会理工学㝔 土木㺃環境工学⣔ ᩍᤵ 
ᒸ田 光ᙪ ᪂௵ 空港設株ᘧ会社 㢳ၥ 
川嶋 康宏 (一社)海洋ㄪᰝ協会 会長 
⳥ụ 喜昭 ᪂௵ 東京理⛉大学理工学部土木工学⛉ ᩍᤵ 
ᰩ山 善昭 国立研究開Ⓨἲ人 海 㺃ୖ港湾㺃航空技術研究所 港湾空港技術研究所 所長

Ύ水 ⌶三 (一社)日本埋立浚渫協会 会長 
須野原 豊 (公社)日本港湾協会 理事長 
高橋 㔜㞝 (一財)ἢᓊ技術研究センター 理事長 
㧘吉 晋࿃ ᪂௵ (一財)漁港漁場漁村総合研究所 理事長 
ᐩ田 英 (一財)国際⮫海開Ⓨ研究センター 理事長 
橋本 ∾ (公社)国漁港漁場協会 会長 
林田 博 国際航路協会副会長 
ㅖᫍ 一ಙ ᪂௵ 国土交通省 国土技術ᨻ⟇総合研究所 副所長 

┘事 
㭯㇂ ᗈ一 三ඹྠ建設コンサルタント(株) 技術㢳ၥ 
ᇼ川 洋 ओ三E&S㕲ᵓエンࢽࢪリンࢢ 技術本部 技ᖌ長 

 ̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿

࠙参⪃ࠚ

࣭日本部会つ⣙第8᮲（役員の㑅௵）

理事及び┘事は、総会に࠸࠾て正会員の内から㑅௵ࡍる。

㸰㸬会長は、理事の㑅とࡍる。

㸱㸬副会長は、会長のᣦ名にࡼる。

࣭ྠ10᮲（役員の௵ᮇ）

役員の௵ᮇは2年とࡍる。ただし、௵ࢆጉࡆな࠸。 
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報告事㡯１

企⏬委員会委員の交᭰に࠸ࡘて

人事␗動➼に伴࠸、日本部会つ⣙第17᮲の2（委員会）及び国際航路協会日本部会企⏬委員会⣽๎

(平成24年6᭶22日)にࡼる企⏬委員会の委員ࢆ下記のࡼうにኚ᭦ࡍる。 

௧和ඖ年6᭶24日（ᩗ⛠␎、㡰不ྠ） 
委 員 長 山本 大ᚿ 国土交通省 港湾局 産業港湾課 国際企⏬ᐊ長

副委員長 ᪂村 ㈗史 国土交通省 港湾局 技術企⏬課 技術基‽ㄪ整官

委 員 㙊 ᓫ 国土交通省 国土技術ᨻ⟇総合研究所 ⟶理ㄪ整部 企⏬ㄪ整課長

ࠌ 不動 雅之 水産庁 漁港漁場整備部整備課 課長補佐

ࠌ 藤原 ᘯ㐨 (国研)海ୖ࣭港湾࣭航空技術研究所 港湾空港技術研究所 企⏬⟶理部 
企⏬ㄪ整࣭㜵⅏課長

ࠌ すᅬ 勝⚽ (⊂)国際協力ᶵ  ɔ社会基┙࣭平和ᵓ⠏部 技術ᑂ議役

ࠌ 小ሜ 正ၨ 東京㒔 港湾局 港湾整備部 ィ⏬課長

ࠌ 㐲藤 ♸一 (一社)日本埋立浚渫協会(五洋建設(株)国際部㛛国際土木本部土木事業部ᑓ㛛部長)
ࠌ 高野 ㄔ紀 (一財)ἢᓊ技術研究センター 研究ᖿ 
ࠌ ✄田 ு (一財)国際⮫海開Ⓨ研究センター 研究ᖿ 
ࠌ 石原 洋 (一財)みなと総合研究財団 研究ᖿ 
ࠌ ᆏ ඞ人 (一財)港湾空港総合技術センター 研究ᖿ 
ࠌ Ṋ田 真 (一社)水産土木建設技術センター ㄪᰝ研究部 ௵研究員

ࠌ 藤野 真 (一社)日本埋立浚渫協会 (東ள建設工業(株) 執行役員ᖖ務CSR᥎㐍部長) 
ࠌ

ࠌ

原田公一郎 (一社)港湾技術㺘㺻㺙㺷㺞㺻㺠協会 ((株)日本港湾㺘㺻㺙㺷㺞㺻㺢海እ事業本部長) 
鈴木 勝 国際航路協会本部 内陸水路委員会日本௦表

ࠌ 樋口 嘉章 国際航路協会本部 海港委員会日本௦表

ࠌ 小野 憲司 国際航路協会本部 国際協力委員会日本௦表

ࠌ ῝海 正ᙪ 国際航路協会本部 環境委員会日本௦表

ࠌ 山下 雅人 国際航路協会本部 㺸㺖㺸㺎㺚㺌㺻委員会日本௦表

ࠌ 伴野 雅之 国際航路協会本部 若手技術者委員会日本௦表

事務局 平⃝ 興 国土交通省港湾局産業港湾課 㤳席国際ㄪ整官

 東山 茂 PIANC-Japan 事務局長 
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【2 位（同点で 2 名）】 

・倉原義之介氏（東亜建設工業／日本）

"Prediction of shackle motion hanged from a jib top of crane barge by a coupling numerical

Model of three motions"（起重機船のジブトップから吊り下げられたフック・シャックルの運動予 

測‐３動揺の連成計算数値モデルの開発‐） 

・Esandi Javier Murgoitio 氏（AECOM／イギリス）

"Assessment of Overtopping Vertical River Walls Due to Vessel-Generated Waves (Vessel

Wash)"

（3）技術セ࣑ナーࠒ6/6ࠑ 
࣭ụ田㱟ᙪ࣭国際港湾交ὶ協会長㸭ᨺ㏦大学副学長ࡀ議長となࡗて、㸰ࡘの公開セ࣑ナーࡀ開催ࡉ

 。た（⫈ㅮ参加者数は⣙450名）ࢀ
࣭༗๓中には、࣭ࢪࠕセࢵション（ࢪの港湾開Ⓨ）ࠖと㢟して、⠛原正 I࣭APH副会長か 
らの基ㄪㅮ₇のの࣑ࣕ、ࡕンマー、࣋トナ࢝、࣒ンࢪ࣎、タ、㡑国の港湾࣭漁港の開Ⓨ状況に

。たࢀࡉなࡀたୖでの議ㄽࡗあࡀるㄝ᫂ࡼて各国௦表に࠸ࡘ

࣭༗ᚋには、ࠕテク࢝ࢽル࣭セࢵション（ἢᓊᇦにࡅ࠾る㜵⅏࣭ῶ⅏）ࠖと㢟して、㢼㛫基ᶞ࣭東

大ᩍᤵのか⡿国、ࣇリࣆン、ンࢿࢻシの各௦表にࡼり各国の㜵⅏࣭ῶ⅏ᑐᛂに࠸ࡘて

のㄝ᫂ࡀあࡗたୖでのㄽ議ࡀなࢀࡉた。

（4）関連࣋ント6/3ࠑ㹼7ࠒ 
࣭ୖ記のか、下記の関連࣋ントࡀ๓ᚋに࠸࠾て開催ࢀࡉた。

ExComࠒ6/3ࠑࠐ
 、࣒࢘ࢪ࣏シンࢽ࣑National Sections’ Secretaries Meeting、Council、EnviComࠒ6/4ࠑࠐ

RecComࢽ࣑シン࣒࢘ࢪ࣏、MarCom⌧地どᐹ、YPCom⌧地どᐹ 
 ࢽるとともに、テクࢀࡉ開催ࡀた、Ḽ㏄ᬌ㣶会（6/4神戸市長催、6/5国交省港湾局長催）ࡲ࣭
 。たࢀࡉᣲ行ࡀー（6/7京㒔࣭⍇⍈†水）ルツ࢝
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報告事㡯㸱

 て࠸ࡘナーのᐇに࣑るPIANCセࡅ࠾にࢪ࣎ン࢝

1. ㊃᪨

はࢪ࣎ン࢝ 2018 年 9᭶にPIANC の正ᘧ会員になࡗたࡀ、ᚋ、ಶ人会員ࡸ団య会員

の່ㄏ、各技術委員会➼の出席࣓ンバーの㑅ᐃ、国内部会の設⨨➼ࢆ㐍ࡵてࡃ࠸ことࡀ

ồࡵらࢀて࠸るとこࢁから、ࢪ地ᇦにࡅ࠾るPIANC ά動のᣦᑟⓗ立場にある日本部 
会のᑟのもとに、本年⛅ࢆ┠㏵に࢝ンࢪ࣎に࠸࠾てPIANC セ࣑ナーࢆ開催し、ᨻᗓ 
ᶵ関、港湾࣭海㐠関係者、Ẹ㛫企業➼のPIANC ά動の理ゎのቑ㐍ࢆᅗる。    

2. セ࣑ナーの基本ⓗな⪃࠼᪉

ルのࣅークࢾࣁン及びシ࣌ンࣀࣉ、の㸰大港湾⟶理者はࢪ࣎ン࢝ 2⮬港会社である

ことから、セ࣑ナーのテーマとしては、࢝ンࢪ࣎国の海ୖ㍺㏦のᑗ来ࢪࣅョンのᐇ⌧に

加࠼て、河川港であるࣀࣉン࣌ン港及び海港であるシࢾࣁークࣅル港の୧港のᣢ⥆ⓗなⓎ

ᒎに㈨ࡍる港湾、航路ンࣇラ課㢟ࢆバランྲྀࡃࡼࢫりୖࡆる。

3. セ࣑ナーࢢࣟࣉラ࣒のᴫせ

IANC 及び࢝ンࢪ࣎᪉にࡼる開会ᣵᣜ、基ㄪㅮ₇のᚋ、PIANC のά動⤂、PIANC
ᑓ㛛ᐙࢆ中ᚰとしたテク࢝ࢽルセࢵション、パࢿルࢵ࢝ࢫࢹション、会議総ᣓ➼ࢆ 2日 
㛫にࢃたࡗて開催。

4. ᚋのணᐃ

セ࣑ナーのᐇは、2019年1᭶30日-31日開催のCoCom及びExComに࠸࠾てᢎㄆ῭み。

ᚋ、セ࣑ナー開催のලయの日⛬ࢢࣟࣉࡸラ࣒の内ᐜに࠸ࡘて࢝ンࢪ࣎ഃと協議ࡀ整࠸

次第、会議事務局ࢆ立ࡆୖࡕ、セ࣑ナー開催の‽備ࢆ㐍ࡵることとした࠸。

な࠾、セ࣑ナー開催ᮇ日は、2019 年 10 ᭶ 23日、24 日で࢝ンࢪ࣎国公ඹ事業㐠㍺省に 
ᥦ案中である。

5. 備⪃

セ࣑ナーの㈝⏝㈇ᢸは、こࡲࢀでのඛࢆ㋃࠼ࡲ、ձPIANC ഃは、PIANC ᖿ部、ᑓ㛛ᐙ

➼の⌧地ὴ㐵にせࡍる᪑㈝ࢆ㈇ᢸし、ղ࢝ンࢪ࣎ഃはセ࣑ナー会場設Ⴀࡸ⌧地ᑓ㛛ᐙの

参加に係る㈝⏝➼ࢆ㈇ᢸࡍることとした࠸。
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報告事㡯㸲

Action Plan（2019-2023）of PIANC-Japan 

I࠙nternational Action  ࠚ
࣭Contribute to the activities of PIANC through the active attendance at AGA,

Council meeting,Technical Commission meeting and Congress
࣭Hold Kobe AGA 2019 effectively

Hold Technical Seminar consisting of Asian Session and Technical Sessionڦ
࣭Contribute to PIANC technical activities with Japanese port technology and

promotion of international exchange of technology through active participation in
Working Group activities of PIANC

࣭Achieve organizational enhancement of Young Professionals of PIANC
Collaborate with Kobe AGA 2019ڦ
Support Young Professionals in attending Biennial Technical Visitڦ

࣭Strengthen the network by focusing on new member countries especially in Asia
Organize PIANC Seminar in Cambodiaڦ
Assist Asian member countries such as Singapore and Vietnam in establishingڦ

their national sections
Continue seeking a way to discuss with Myanmar port community on aڦ

possible participation in PIANC qualifying membership

࠙Domestic Action  ࠚ
࣭Hold Annual meetings of PIANC-Japan（i.e. Annual General Assembly, Board

Meeting,Annual Report Meeting,Planning Committee meeting）
࣭Promote information exchange among PIANC-Japan members by holding the

meeting of Japanese members of Commissions & Working Groups of PIANC
࣭Hold domestic YP-Com events

I࣭ncrease number of members of PIANC-Japan including Young Professionals

࠙Dissemination of Information  ࠚ
࣭Disseminate information by the Home Page of PIANC-Japan and publications




